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》
報
告 

令
和
６
年
度
郷
土
資
料
展
《 

 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
記
念
展
示 

 
 
 

【
会
期
】
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
） 

 
 
 
 
 

５
月
16
日
（
木
）
～
26
日
（
日
） 

【
会
場
】
鎌
倉
市
中
央
図
書
館 

１
階
・
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

【
展
示
概
要
】 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
（
鎌
倉
大
学
校
）
は
、
１
９
４
６

年
５
月
、
材
木
座
光
明
寺
を
仮
校
舎
に
創
立
さ
れ
た

「
大
学
」
で
し
た
。
戦
後
の
鎌
倉
の
文
化
を
彩
る
営
み

で
、
文
学
科
、
演
劇
科
、
産
業
科
、
さ
ら
に
大
船
校
舎

に
移
っ
て
か
ら
は
、
映
画
科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

４
年
半
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
（
鎌

倉
大
学
校
）
か
ら
輩
出
さ
れ
た
多
彩
な
人
材
は
、
昭
和

の
文
化
を
担
い
、
ま
た
多
く
の
人
た
ち
に
語
り
継
が
れ
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
で
、
１
９
９
２
年
２
月
に
郷
土

資
料
展
「
青
春
・
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
―
「
鎌
倉
大
学
」 

     

 

の
人
々
」
を
開
催
以
来
、「
創
立
60
周
年
記
念
祭
」（
２

０
０
６
年
）
に
続
き
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」

（
２
０
０
７
年
～
２
０
１
５
年
）
を
、
毎
年
材
木
座
光

明
寺
様
を
お
借
り
し
て
開
き
、
２
０
１
６
年
に
は
、「
創

立
70
周
年
記
念
祭
」
を
行
な
い
、
卒
業
生
や
ゆ
か
り
の

方
々
の
貴
重
な
お
話
し
を
う
か
が
い
記
録
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ゆ
か
り
の
品
々
が
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
５
月
に
は
、
創
立
の
月
を
記
念
し
て
、
中
央
図

書
館
内
に
て
展
示
を
し
て
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
伝

え
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
来
年
２
０
２
６
年
５
月
は
、
鎌
倉
ア
カ
デ

ミ
ア
創
立
80
周
年
で
す
。
10
年
前
に
は
、
お
元
気
で

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」
に
参
加
さ
れ
て
い

た
卒
業
生
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
る
方
も
多
く
、
「
伝
え
る

会
」
を
担
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
も
数
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
世
界
が
大
き
く
動
く
現
在
、
も
う
一
度
、

戦
後
の
あ
の
場
は
何
で
あ
っ
た
か
、
研
究
さ
れ
、
関
心

を
持
た
れ
る
若
い
世
代
の
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
成
果
を
披
露
し
交
流
す
る
場
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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３階展示 教授及び卒業生の著作物 卒業生の活動履歴パネル 交流葉書類 

扁額(下の写真)                      上の写真右 ガラスケース奥に展示 
三枝校長は、白木の板にプラトンの言葉「幾何学をまなばざる者はこの門を入るべからず」と彫り、本
堂と開山堂の渡り廊下の鴨居に掛けた。ギリシャ語で彫られたこの箴言は、長い戦争をくぐり抜けた若
者と知識人たちが、今こそ科学的に考え振る舞おうと集い来たった意気込みそのもののようである。し
かし、「科学的というだけでは現実は通れぬ、奥底の様子がわからぬ人間世界がある。この点に筆規（ぶ
んまわし）の心棒を立てぬと、若い人たちよ！現実の社会に出ては躓くぞということも言ってあげたい」
（｢廃校始末記｣）とあった。廃校後放置されていたこの額は、アカデミアを人生の糧とし熱愛した一卒
業生の所望に応え、三枝氏自ら H．Saigusa のサインを彫り、手渡された。    廣澤厚氏提供 
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（※は６ｐ~ 解説あり）    展示品 備考 

1 教授と講師たち （24 名 解説付  記念集合写真） 展示ボード 

2 扁額－プラトンの箴言（校長三枝博音彫刻 檜の板） 廣澤栄氏寄贈 

3 『鎌倉アカデミア』落穂集 創立六十年記念文集 実行委員会編 

4 青春 鎌倉アカデミア―「鎌倉大学」の人々 鎌倉市中央図書館 

5 『三枝博音 大学と思想』三枝博音先生没後 50 年記念誌 横浜市立大学発行 

6 鎌倉大学バッジ・校章・印章 村山知義デザイン 

7 教室の図（光明寺開山堂ほか） 廣澤栄画 

8 受講ノート（斎藤英司・演劇科）  

9 受講ノート（廣澤栄・演劇科）  

10  鎌倉大学入学案内 昭和 21 年 3 月  

11 鎌倉アカデミア学生歌 

 苦しい学校運営にもかかわらず、未来への希望を託して 

 情感あふれる「鎌倉アカデミア学生歌」が生まれた。 

昭和 24 年 3 月の第一回卒業

式に初めて歌われた。歌人吉

野秀雄作詞、矢代秋雄作曲 

12 「ON BORROWED TIME」演劇科公演リーフレット・チラシ 村山知義演出  

13 同人雑誌「尖塔」 

 創刊号昭和 21 年 12 月 第 2 号昭和 22 年 5 月 

川西五郎・平林勝夫・稲田三

吉・山内正信・後藤映夫・芳

賀義宏・若林泰雄・関昇・山

口瞳・宮野澄 

14 「龍鱗」鎌倉大学文芸部機関誌 創刊号昭和 21 年 7 月 10 日  校内同人誌 

巻頭言は校長飯塚友一郎氏 

15 「霧笛」 校内同人誌 

同人に真杉盛雄、相馬繁美等 

16 鎌倉大学創立記念祭 プログラム   

 デザイン：演劇科廣澤榮・鈴木治夫 

ポスターは「国電中吊り広告」

にも出した 

新旧関連書籍＆イベント情報（ドキュメンタリー映画など） 

17※ 『ポストファシズムの日本－戦後鎌倉の政治文化』2023 年 9 月（人文書院）   ○貸出可 

 ローラ・ハイン著 中野耕太郎、奥田博子訳 

18※ 私家版 『鎌倉アカデミア「人名・事項」小辞典』 

 ―戦後大学教育史の一原点と評された「鎌倉大学」の知的世界に迫る―  

編著者 田村実 2023 年 

19※ 『廣澤榮映画・テレビ・演劇関係資料目録』 2019 年 小田原市立図書館    

20※ 「天佑丸」台本                                

21※ 『父・吉田謙吉と昭和モダン』塩澤珠江 2012 年 草思社 

22※ ＡＫＩＲＡ ＫＡＴＡＯＫＡ『片岡昌展』超次元アートと『ひょうたん島』 

片岡昌アーカイブ・プロジェクト編 2010 年 7 月 

23※ 『鎌倉アカデミア断章－野散の大学』 高瀬善夫 1980 年毎日新聞社      ○貸出可 

24 ドキュメンタリー映画 鎌倉アカデミア創立 70 周年記念作品 

“鎌倉アカデミア 青の時代”ある「自由大学」の記録  大嶋拓 監督作品 2017年 

25 リトルボートストーリー  鎌倉アクターズワークショップ 2017 リーフレット 

26 映画“浜の記憶” 加藤茂雄 俳優生活 70 周年記念作品 

俳優：加藤茂雄 宮崎勇希 渡辺梓  監督・脚本：大嶋拓 2019 年 

№1 №16 №13 №15 
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  三枝博音コーナー 

27※ 書幅 春を吟じて “撞初五句” 三枝利文氏寄贈 

28 書幅 F・Bacon の言葉  1963 年 10 月 15 日 三枝利文氏寄贈 

29 『三枝博音著作集』 第 5 巻、第 7 巻、第 11 巻、第 12 巻  

30 「鎌倉大学廃校始末記－風評、大学をつぶす」   

  『中央公論』昭和 26 年２月発表 

 

31 『産業革命』  

32 『河原の石』清水弘文堂  

33 『哲学するための序説』国土社刊  

34 『技術の哲学』岩波全書  

教授・講師の著作コーナー   ○印は鎌倉市図書館で貸出できます 

35 青江舜二郎一幕劇集  青江舜二郎 

36 歌舞伎入門 ○ 飯塚友一郎 

37 劇評集 第一輯  遠藤慎吾 

38 古代人と夢 ○ 西郷信綱 

39 近代俳優術  千田是也 

40 完本高見順日記 昭和 21 年篇 ○ 高見順 

41 ルイザ・メイ・オルコットの生涯 ○ 田中清子 

42 決定版 シナリオ構造論  野田高梧 

43 原敬百歳 ○ 服部之總 

44 歴史の暮方 ○ 林 達夫 

45 久板栄二郎の思い出  久板好子 

46 春日抄 三上次男随筆集 ○ 三上次男 

47 陶磁の道 －東西文明の接点をたずねて－ ○ 三上次男 

48 農村演劇脚本集３  村山知義 

49 村田武雄作品集  村田武雄 

50 英國に就て ○ 吉田健一 

51 たのしい舞台美術  吉田謙吉 

52 寒蝉集 ○ 吉野秀雄 

53 アメリカの近代作家   田代三千稔 

54 明治思想史   鳥井博郎 

※
27 

三
枝
博
音
書
書
幅 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

春
を
吟
じ
て 

撞
初
五
句 

撞

初

の

日

や

村

は

蓮
花
草

げ

ん

げ

の
花
ざ
か
り 

若
葉
む
れ
法
城
七
勝 

春
か
す
み 

鐘
を
挽
く
牛
は
け
ふ
ひ

と
ひ 

菩
薩
さ
ま 

牛
菩
薩
稚
児
が 

遅
れ
ば
げ
ん
げ
を
喰
ふ 

緋
の
修
多
羅
牛
の
瞳
に 

像
う
つ
る 

甲
午
五
月 

さ
い
ぐ
さ
ひ
ろ
と 
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卒業生の著作コーナー    ○印は鎌倉市図書館で貸出できます 

55 回想の三枝博音 人間と技術と教育  こぶし書房  飯田賢一 

56 日本人と鉄 有斐閣 ○ 飯田賢一 

57 ドレミファ交遊録 ○ いずみたく 

58 黄菅原  伊藤のり子 

59 見えない主役 声優のすべて  勝田 久 

60 走る雲  木口和夫 

61 碧濤集  木村 聰 

62 市民連帯論としての第三世界 ○ 久保田順 

63 野毛坂の女（ひと）  栗原治人 

64 小島鳥水 山の風流使者伝  近藤信行 

65 炎の記録 一九四五年・空襲・狂気の果て  近藤信行 

66 やっとこ侍  小松重男 

67 古事記の語り口 起源・命名・神話  阪下圭八 

68 夜明けのコザ（小左エ門）  城井友治 

69 孤愁 鈴木清順  鈴木清順 

70 盗作 いさよいの日記 ○ 相馬繁美 

71 演劇と文学の間  津上 忠 

72 影絵劇への招待 ○ とう・たいりう 

73 日本映画の時代  ○ 廣澤 榮 

74 もし犬が話せたら人間に何を伝えるか ○ 沼田陽一 

75 文化の仕掛け人 青土社  沼田陽一他 

76 マエタケのテレビ半生記 ○ 前田武彦 

77 宮川晟 遺句集 遠花火  ○ 宮川 晟 

78 西武セゾングループ革命 女たちの挑戦   宮野 澄 

79 ゆずり葉 安田昇自叙 ○ 安田 昇 

80 江分利満氏の優雅なサヨナラ 男性自身シリーズ最終巻 ○ 山口 瞳 

81 吉田松籟集  吉田松籟 

82 句文集 かまくら  吉田松籟 

83 新作村芝居台本集  若林一郎 

教授紹介パネルより：服部之聡 学生紹介パネルより：いずみたく 

 

鎌倉アカデミアを伝える会が開か

れた光明寺書院と庭園の池 
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展
示
品
解
説
（（抜
粋
） 

 
※
17 

 

『
ポ
ス
ト
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
日
本
― 

戦
後
鎌
倉
の
政
治
文
化
』 

２
０
２
３
年
９
月
（
人
文
書
院
） 

ロ
ー
ラ
・
ハ
イ
ン 
中
野
耕
太
郎
、
奥
田
博
子
訳 

序
章 

ポ
ス
ト
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
治
文
化 

第
１
章 

鎌
倉
と
い
う
場
所 

第
２
章 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
と
人
文
教
育 

第
３
章 

物
語
を
紡
ぐ
博
物
館
― 

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館 

第
４
章 

都
市
行
政
― 

社
会
科
学
と
民
主
主
義 

著
者
ロ
ー
ラ
ハ
イ
ン
氏
は
、
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
（
著
作

に
『
敗
北
を
抱
き
し
め
て
』
）
の
門
下
生
と
し
て
、
歴

史
研
究
を
始
め
、
日
本
の
戦
後
史
研
究
を
専
門
と
す
る
。

本
書
で
は
鎌
倉
の
戦
後
政
治
文
化
に
着
目
し
、
な
か
で

も
鎌
倉
に
創
立
さ
れ
な
が
ら
、
短
命
に
終
わ
っ
た
戦
後

の
高
等
教
育
機
関
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
（
鎌
倉
大
学
校
）

に
つ
い
て
、
独
自
の
視
点
で
詳
述
し
て
い
る
。
フ
ァ
シ

ズ
ム
下
を
生
き
た
知
識
人
が
、
学
び
の
場
に
集
ま
っ
て

き
た
若
者
た
ち
と
と
も
に
苦
闘
し
た
４
年
半
を
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
へ
の
回
帰
を
防
ご
う
と
し
た
知
識
人
た
ち
の

「
悔
恨
共
同
体
」
の
営
み
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。 

  

※
18 

 

私
家
版
『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
「
人
名
・
事
項
」
小
辞
典
』 

 

―
戦
後
大
学
教
育
史
の
一
原
点
と
評
さ
れ
た
「
鎌
倉

大
学
」
の
知
的
世
界
に
迫
る
― 

編
著
者 

田
村
実 

 

２
０
１
６
年
６
月
３
日
（
初
版
）
… 

２
０
２
３
年
10
月
１
日
（
11
訂
版
発
行
）  

 

©
T

a
m

u
ra

 M
in

o
ru

 2
0

2
3
, P

rin
te

d
 in

 J
a
p

a
n

 

田
村
氏
は
、
光
明
寺
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
「
鎌
倉
ア

カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」
に
、
毎
回
参
加
し
、
こ
の
小

辞
典
の
作
成
に
挑
ん
だ
。
足
か
け
８
年
の
苦
労
が
実
り
、

上
梓
さ
れ
た
本
「
人
名
・
事
項
」
小
辞
典
は
、
随
筆
風

の
自
分
史
も
含
め
て
５
８
６
２
ペ
ー
ジ
の
冊
子
と
な

っ
た
。
氏
は
、
銀
行
勤
務
を
終
え
、
世
田
谷
市
民
大
学

の
「
和
田
ゼ
ミ
」
で
学
び
、
そ
の
充
実
し
た
体
験
か
ら
、

そ
こ
で
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
疑
似
体
験
し
た
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。 

※
19 

※
20 

 

『
廣
澤
榮
映
画
・
テ
レ
ビ
・
演
劇
関
係
資
料
目
録
』 

 
 
 
 
 
 

２
０
１
９
年 

小
田
原
市
立
図
書
館 

２
０
１
９
年
２
月
、
小
田
原
市
立
図
書
館
の
方
々
と
共

に
、
廣
澤
家
を
訪
問
し
、
ご
遺
族
か
ら
、
脚
本
家
・
映

画
助
監
督
廣
澤
榮
氏
（
ひ
ろ
さ
わ 
え
い1

9
2
4

～1
9
9
6

）

所
蔵
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
廣
澤
氏
は
小
田
原
市
出

身
。
こ
の
目
録
に
は
映
画
脚
本
な
ど
４
２
２
点
の
記
録

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

鎌
倉
市
図
書
館
近
代
史
資
料
室
で
は
、
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
関
係
資
料
（
原
稿
下
書
き
な
ど
）
１
６
０
点
の
寄
贈

を
受
け
た
。
そ
の
一
つ
に
、
「
天
祐
丸
」
の
台
本
が
あ

る
。
こ
れ
は
「
鎌
大
創
立
一
周
年
記
念
祭
」
に
演
劇
科

が
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
で
上
演
す
る
予
定
で
稽
古

を
し
て
い
た
が
、
中
止
に
な
っ
た
と
あ
る
。 

「
天
佑
丸
」
台
本
（
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
エ
ル
マ
ン
ス
作 

久
保
栄
訳
） 

鎌
大
演
劇
科
（1

9
4

7
.8

.9

） 
 

演
出
：
廣
澤
榮 

滝
本
總
一 

演
出
助
手 

津
上
忠 

 

※
21  

『
父
・
吉
田
謙
吉
と
昭
和
モ
ダ
ン
』 

 
 
 
 
 

塩
澤
珠
江 

２
０
１
２
年 

草
思
社 

 

吉
田
謙
吉
（1

8
9

7

～1
9
8

2

）
は
舞
台
美
術
家
。
鎌

倉
ア
カ
デ
ミ
ア
で
舞
台
美
術
を
指
導
。
１
９
３
９
年
、

従
軍
舞
台
装
置
家
と
し
て
中
国
へ
。
内
蒙
古
張
家
口
よ

り
帰
国
し
、
一
時
鎌
倉
市
内
七
里
ヶ
浜
に
寄
寓
し
、
さ

ら
に
砂
浜
の
江
ノ
電
廃
車
に
住
む
。
引
揚
者
寮
（
由
比

ガ
浜
）
か
ら
光
明
寺
鎌
倉
大
学
へ
教
え
に
通
っ
た
。 

※
22  

『
片
岡
昌
展
』
超
次
元
ア
ー
ト
と
『
ひ
ょ
う
た
ん
島
』 

片
岡
昌
ア
ー
カ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
２
０
１
０
年

７
月 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ 

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

 

片
岡
昌
（
か
た
お
か 

あ
き
ら
）
は
、
鎌
倉
ア
カ
デ

ミ
ア
卒
業
生
が
創
立
し
た
「
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
」
で

劇
人
形
作
家
と
し
て
、
舞
台
の
た
め
の
人
形
・
装
置
な

ど
多
数
製
作
。
１
９
３
２
年
鎌
倉
市
生
ま
れ
。 
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23 

 

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
断
章
―
野
散
の
大
学
』 

高
瀬
善
夫 

１
９
８
０
年
毎
日
新
聞
社 

法
政
大
学
「
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
タ
ス
」
１
９
７
２
年
冬
号

に
書
く
。
さ
ら
に
『
月
刊
教
育
の
森
』
に
連
載
さ
れ
る 

（
１
９
７
９
年
新
年
号
～
12
月
号
）。
執
筆
に
あ
た
っ

て
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会
」
事
務
局
か
ら
資
料
提
供 

な
ど
協
力
を
得
る
。
当
時
、「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会
」 

は
、
『
わ
が
大
学
に
あ
る
日
々
は
―
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア 

史
』
を
編
纂
中
で
あ
っ
た
が
、
未
完
成
で
あ
っ
た
。 

※
27 

 

書
幅 

春
を
吟
じ
て 

“
撞
初
五
句
” 

 
 

春
を
吟
じ
て
― 

昭
和
29
年
５
月 

（
「
三
枝
博
音
の
お
も
か
げ
」
横
浜
市
立
大
学
学
術
研

究
会
編
よ
り
） 

『
父
、
三
枝
博
音
が
生
れ
ま
し
た
寺
、
法
城
山
浄
專
坊 

は
、
住
職
で
し
た
父
の
兄
が
渡
米
し
不
在
に
な
り
ま 

し
た
の
で
、
長
男
が
新
し
く
住
職
に
な
り
ま
し
た
。 

門
徒
の
方
々
は
新
住
職
の
就
任
を
慶
ば
れ
、
寺
の
鐘 

楼
の
釣
鐘
が
戦
時
の
供
出
で
な
く
な
っ
て
い
た
の 

が
、
新
し
い
鐘
も
運
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。
（
甲
午
、 

１
９
５
４
年
５
月
） 

父
は
こ
の
祝
い
に
行
き
、
そ 

の
時
の
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。 

法
城
七
勝
は
、 

浄
專
坊
か
ら
見
え
る
七
個
所
の
景
勝
の
こ
と
で
す
。 

三
枝
利
文
記
』
（
利
文
氏
は
三
枝
博
音
氏
ご
長
男
） 

第
４
回
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
（
２
０
１
０ 

年
５
月
22
日
）
へ
寄
せ
ら
れ
た
。 

》
古
写
真
《 

葬
送
の
列 

 

写
真
寄
贈 

宮
内
清
氏
（
横
浜
市
） 

 

場
所
：
鎌
倉
市
山
ノ
内 

現
県
道
横
浜
鎌
倉
線
沿
い 

 

写
真
右
端
の
建
物
は
、
よ
く
見
る
と
玄
関
の
電
燈
に

〒
の
字
が
見
え
る
の
で
、
山
ノ
内
郵
便
局
（
現
小
坂
郵

便
局
）
。
盛
大
な
葬
列
の
先
頭
に
は
「
小
坂
消
防
組
」「
職

方
一
同
」
、
花
輪
、
白
い
手
拭
を
被
っ
た
お
手
伝
い
の

女
性
た
ち
、
そ
し
て
白
ム
ク
の
喪
服
の
親
族
、
奥
の
棺

の
横
に
は
当
時
の
葬
儀
の
衣
装
、
着
流
し
と
菅
笠
姿
の

男
た
ち
が
続
く
。
写
真
を
提
供
さ
れ
た
宮
内
氏
の
母
方

の
実
家
「
伊
勢
屋
」
（
西
井
氏
）
の
ご
葬
儀
で
あ
る
。

撮
影
は
、
近
く
の
「
皆
吉
写
真
館
」
。
大
正
末 

              

》
寄
贈
資
料
《 

（2
0
2

2

～2
0

2
4

） 

・
旧
三
河
屋
呉
服
店
（
材
木
座 

岩
久
保
商
店
）
資
料 

 
 

写
真
ア
ル
バ
ム
、
そ
ろ
ば
ん
、
帳
面
類
（
茶
箱
入
り
） 

・
旧
西
野
写
真
館
（
雪
ノ
下
）
写
真
ネ
ガ
（
段
葛
） 

・
豊
島
操
子
氏
（
笛
田
）
絵
葉
書
・
写
真 

・
永
野
勝
夫
氏
（
小
町
）
写
真
ア
ル
バ
ム
他 

 

・
栗
原
氏
（
材
木
座
）
写
真
（
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
来
鎌
記
念
） 

 
 
 
 
 
 
 

１
９
６
３
年
聖
火
リ
レ
ー
参
加
記
念
バ
ッ
チ 

・
栗
林
美
奈
子
氏
（
長
谷
）（
戦
時
中
資
料 

入
営
祝
等
） 

 

・
大
坪
咲
子
氏
（
東
京
都
）
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
資
料 

・
白
仁
浩
文
氏
（
材
木
座
）
白
仁
三
郎(

坂
元
雪
鳥)

よ
り

白
仁
泰
宛 

 

絵
葉
書 

    

・
横
山
洋
子
氏
（
小
袋
谷
）
戦
時
中
の
書
簡
（
出
撃
前
） 

・
小
池
新
太
郎
氏
（
台
）
旧
富
士
飛
行
機
工
場
敷
地
図
等 

 

・
村
田
昌
彦
氏
（
鎌
倉
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
）
撮
影
写
真
多
数 

・
和
田
優
氏
（
手
広
） 

 

神
奈
川
県
鎌
倉
郡
地
番
反
別
入
図
（
昭
和
四
年
）
深
沢
村 

 

 

相
模
国
鎌
倉
郡
手
廣
村
縮
図
（
明
治
十
五
年
） 

地
券
他 

・
藤
森
真
紀
子
氏
（
逗
子
市
）『
現
代
日
本
の
陶
芸
家 

１
２
５
人 

黒
田
草
臣
』『
直
木
美
佐
図
録
』 

・
下
田
利
江
氏
（
浄
明
寺
）
食
券
綴
り
（
昭
和
25
年
） 

（タテ22㎝ ヨコ27㎝） 

春のけしき  

大仏様と桜 

鎌倉絵葉書 

海浜ホテル 
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長
谷
三
橋
家
文
書 

「
郷
土
史
料
を
読
む
会
」
（
前
郷
土
史
料

研
究
会
１
９
８
３
年
発
足
）
で
は
、
三
橋

家
（
三
橋
文
彦
氏
）
よ
り
借
用
し
た
資
料
を
読
ん
で
い

ま
す
。
現
在
は
大
正
期
以
降
大
量
に
残
っ
て
い
る
書
簡

類
（
は
が
き
・
封
書
等
）
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
三
橋

家
は
、
江
戸
時
代
文
化
年
間
か
ら
宿
屋
・
料
亭
を
営
ん

で
お
り
、
当
時
の
文
人
た
ち
の
旅
日
記
に
も
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
明
治
期
に
は
政
財
界
の
著
名
人
が
宿
泊

し
、
旅
館
の
規
模
も
海
ま
で
続
く
広
大
な
敷
地
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
大
正
12
年
、
関
東
大
震
災

で
長
谷
地
区
は
火
災
に
見
ま
わ
れ
、
資
料
が
焼
失
し
た

た
め
残
さ
れ
た
資
料
は
大
正
12
年
以
降
の
も
の
が
中

心
で
す
。
日
常
の
あ
い
さ
つ
や
お
見
舞
い
の
文
章
が
多

く
、
読
み
に
く
い
字
も
あ
り
ま
す
が
、
一
点
、
御
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

東
京
麹
町
下
六
番
町
五
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

勝
見
正
成 

     

宛
名 

 

長
谷 

三
橋
茂
三
郎
様 

                          

（
以
下
省
略
） 

 

資
料
の
中
に
は
、
医
師
勝
見
正
成
（
か
つ
み 

ま
さ

な
り
）
氏
か
ら
三
橋
家
へ
の
見
舞
の
書
状
な
ど
が
数
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
書
状
の
日
付
は
大
正
十
二
年
九

月
廿
一
日
。
鎌
倉
三
橋
家
の
大
震
災
被
害
を
知
り
、
驚

き
、
非
常
に
心
配
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

猪
熊
君
の
御
返
信
に
て
御
災
害
の
一
斑
を
知
り
驚
き

居
候
折
柄
貴
翰
に
接
し
果
し
て
事
実
な
る
事
を
知
り

て
驚
愕
措
く
処
を
存
せ
す
候
て
只
々
深
く
御
同
情
申

上
候
而
巳 

何
ニ
と
も
申
上
へ
き
宸
翰
も
無
之 

當

時
の
状
況
を
想
像
し
て
思
は
ず
涙
に
咽
ひ
申
て
貴
兄

御
負
傷
ハ
軽
症
な
り
と
是
而
巳
ハ
御
不
幸
中
の
御
幸

福
と
存
し
早
速
参
上
御
見
舞
申
上
度
飛
立
つ
思
ひ
に

御
座
候
ニ
も
交
通
不
便
の
折
柄 

其
上
病
気
に
て
歩

行
不
如
意 

洵
に
千
秋
の
□
□
り
無
之
何
卒
皆
々
様

御
身
體
御
壮
健
に
て
善
後
回
復
有
之
事
を
切
に
祈
り

申
し
候 

 

（
以
下
省
略
） 

  

そ
の
後
、
勝
見
氏
は
、
10
月
14
日
、
15
日
に
も
続

け
て
書
状
と
と
も
に
慰
問
品
を
届
け
て
い
ま
す
。
綿
入

衣
類
、
下
着
、
帯
、
銅
鍋
、
硯
箱
な
ど
で
す
。 

 

勝
見
医
師
は
、
鎌
倉
医
師
会
史
に
そ
の
功
績
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）
加
賀
藩
士

の
家
に
生
ま
れ
、
医
学
は
、
金
沢
医
学
館
医
学
所
医
学

校
で
学
び
、
鎌
倉
へ
は
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）
に

「
海
浜
院
」
医
師
と
し
て
勤
務
。
鎌
倉
市
医
師
会
初
代

会
長
と
し
て
大
正
８
年
ま
で
歴
任
。
大
正
４
年
創
立
の

古
文
書
紹
介
（
収
蔵
資
料
よ
り
） 
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「
鎌
倉
同
人
会
」
発
起
人
と
な
り
、
陸
奥
広
吉
氏
と
と

も
に
活
躍
。
勝
見
氏
は
居
を
東
京
に
移
し
た
後
も
、
三

橋
家
ほ
か
鎌
倉
の
知
人
と
の
関
係
を
保
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
氏
か
ら
の
書
状
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
死
去
。
お
墓
は
長
谷
寺
に

あ
り
ま
す
。 

参
照
：
鎌
倉
医
師
会
誌
「
神
庫
」
第
52
号 

第
55
号

（
正
山
堯
） 

  

三
橋
家
の
資
料
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
郷
土
史
料

を
読
む
会
」
で
整
理
中
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
。
ご
興
味
が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
資
料

の
解
読
整
理
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

☆
長
年
放
置
し
て
い
た
襖
紙
の
下
張
り
（
玉
縄
歴
史
の

会
会
員
よ
り
寄
贈
）
に
使
わ
れ
て
い
た
文
書
類
を
剥
が

し
て
い
る
。
内
容
解
明
は
今
後
の
課
題
。 

          

》
写
真
展
開
催
《 

 

―
日
比
谷
花
壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て 

 
 
 
 
 
 

令
和
６
年
度
（
６
月
～
３
月
） 

 

図
書
館
発
行
写
真
記
録
集
『
古
都
鎌
倉
へ
の
ま
な
ざ

し
』
出
版
（
２
０
２
３
年
３
月
）
に
因
ん
で
、
大
船
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
御
厚
意
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
６

月
か
ら
２
０
２
５
年
３
月
ま
で
１
年
間
に
わ
た
っ
て

写
真
パ
ネ
ル
展
示
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

第
１
回 

玉
縄
編 

 
 
 

６
月
～
７
月 

 

第
２
回 

大
船
編 

 
 
 

10
月
～
11
月 

 

第
３
回 

深
沢
・
腰
越
編 

12
月
～
１
月 

 

第
４
回 

鎌
倉
編 

 
 
 

２
月
～
３
月 

 

玉
縄
編 

 
 
 
 
 
 
 

鎌
倉
編 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

大
船
編 

                          

「郷土史料を読む会」活動のひとコマ 

秋のフラワー 

センター 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
写
真
展
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
よ
り 

 

と
て
も
懐
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た
・
い
い
思
い
出
め
ぐ
り
が
で
き
て
嬉

し
い
・
昔
の
写
真
面
白
か
っ
た
で
す
。
貴
重
な
資
料
で
す
ね
・
鎌
倉
や
横

浜
の
街
並
み
も
並
べ
て
み
て
は
・
身
近
な
場
所
の
歴
史
や
過
去
の
姿
を
知

る
と
一
層
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
・
子
ど
も
の
遊
び
が
よ
く
と
れ
て
い

ま
す
。
元
気
に
子
供
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
よ
い
風
景
だ
と
思
い

ま
す
・
展
示
場
所
で
本
が
買
え
る
と
良
か
っ
た
で
す
。
写
真
は
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
・
同
様
の
も
の
を
多
く
開
催
し
て
欲
し
い
で
す
・
あ
ま
り
見

る
機
会
の
な
い
も
の
を
拝
見
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
・
心
地
よ
い
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
・
Ｓ
48
に
転
入
し
た
が
、
近
隣
地
区
の
変
遷
に

思
い
を
新
た
に
し
た 

等
な
ど
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

春
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 
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古写真資料 

》
大
船
軒
資
料
調
査
中
間
発
表
《 

 
 

鎌
倉 

別
荘
地
時
代
研
究
会 

2
0

2
4
.1

0
.1

9 
 
 
 
 

①
資
料
の
概
要 

 
 
 
 

・
青
焼
き
図
面 

ロ
ー
ル
大
・
小 

 
 
 
 

・
見
積
書
、
仕
様
書
、
工
事
日
誌 

等 

 
 
 
 

②
資
料
の
特
徴 

・
見
積
書
の
提
出
依
頼
、
契
約
書
、
仕
様
書
が
資
料
と 

 

し
て
、
判
明
す
る
。 

・
資
料
状
態
が
悪
い
な
が
ら
も
、
設
計
図
面
一
式
が
保 

 

存
さ
れ
て
い
る
。 

・
工
事
段
階
の
図
面
あ
り
。 

・
原
寸
図
、
機
械
設
備
の
見
積
書
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

              

①
資
料
の
概
要 

・
ガ
ラ
ス
乾
板
と
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム 

・
ア
ル
バ
ム
６
冊 

・
紙
焼
き
古
写
真
（
撮
影
年
代
不
明
） 

②
資
料
の
特
徴 

・
最
も
古
い
写
真
は
明
治
30
年
代
、
大
船
軒
創
業
当
時

の
大
船
駅
や
「
鎌
倉
ハ
ム
富
岡
商
会
」
の
工
場
全
景

写
真
な
ど
で
、
昭
和
６
年
の
新
社
屋
完
成
時
に
建
物

や
工
場
内
の
最
新
設
備
を
撮
っ
た
貴
重
な
ガ
ラ
ス

乾
板
写
真
も
含
ま
れ
る
。 

・
ア
ル
バ
ム
や
ネ
ガ
に
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
掛
け
紙

等
の
写
真
は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
駅
弁
や
観

光
の
文
化
史
と
し
て
興
味
深
い
。 

              

①
資
料
の
概
要 

 
 
 
 

・
フ
ァ
イ
ル
９
冊 

 
 
 
 

・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク 

 
 
 
 

・
百
周
年
う
ち
わ 

②
資
料
の
特
徴 

・
「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
」「
鯵
の
押 

寿
し
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
種 

類
の
駅
弁
の
掛
け
紙
が
保
存
さ 

れ
て
い
る
。 

・
注
文
弁
当
も
受
注
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
発

注
元
や
イ
ベ
ン
ト
名
が
入
っ
た
掛
け
紙
が
あ
る
） 

                

弁当掛け紙 

建築関係資料 

契約書 昭和四年計画  

大船軒新築日誌  

起工 竣工 
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大船軒会社設立関係及び鉄道許認可 

富岡家土地関係資料 

資
料
の
特
徴 

①
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
年
）
３
月
25
日
「
株

式
会
社
大
船
軒
創
立
書
類
」
の
他
、
電
話
設

置
、
電
力
使
用
、
商
標
登
録
、
駅
弁
販
売
の

申
請
、
立
売
人
名
簿
等
の
一
次
資
料
が
大
量

に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。 

②
昭
和
初
期
か
ら
の
会
社
の
収
支
や
各
売
店
、

弁
当
ご
と
の
売
上
の
推
移
が
わ
か
る
資
料
も

含
ま
れ
る
。 

③
新
聞
の
切
り
抜
き
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

な
ど
の
資
料
も
多
い
。
ま
た
、
報
道
に
対
す

る
社
内
の
記
録
な
ど
、
事
実
関
係
の
裏
付
け 

 
 

資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

              
 
 
 
 

 

新
社
屋
設
立
（
昭
和
６
年
４
月
１
日
）
前
後 

大
船
軒
の
弁
当
評
価 

 

東
京
日
々
新
聞 

 

昭
和
５
年
10
月
８
日 

                      

資
料
の
概
要 

①
借
地
證
書 

大
正
11
～
15
年 

 

 

台 

新
富
町
関
係
50
件 

②
貸
地
台
帳 

大
正
13
～
昭
和
36
年 

 

取
扱
者
山
田 

交
進
会
ほ
か
85
件 

③
貸
地
台
帳 

副
（
山
田
用
）
田
園
富
岡 

④
貸
地
台
帳 

副
（
山
田
用
）
田
園
富
岡 

 
 
 

 

昭
和
11
～
36
年 

石
井
ほ
か
22
件 

                   

大船軒資料展示（中央図書館１階・３階ロビーにて）令和６年（2024 年）12 月～令和７年１月 

「ファンタスティックライブラリー」参加企画展示  

・ 

停車場内立売人服装規定  

明治 31 年（1898 年）11 月 1 日改正 

富岡橋竣工 昭和 8 年（1933 年）11 月 横

浜 旧赤橋（アーチ式）を譲り受ける。  

昭和 54 年、上流の大船駅近くに新富岡橋架

橋に際し廃止。（富岡周吉郎記） 

貸地台帳 田園富岡 

「美味で評判の大船軒の弁当」中外商業新聞昭和６年４月３０日 
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》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）
⑩
《 

鎌
倉
流
御
詠
歌
を
守
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
話
し 

荒
井
久
二
子
さ
ん 

 

山
ノ
内
、
建
長
寺
門
前
に
あ
る
上
町
（
か
み
ち
ょ
う
）

に
住
ん
で
70
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
今
の
上
皇
陛
下
が

ご
成
婚
さ
れ
た
年
に
、
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。
今
年
92

歳
で
す
。 

私
が
北
鎌
倉
へ
お
嫁
に
来
た
頃
（
昭
和
34
年
）
は
、

女
の
人
は
み
ん
な
和
服

姿
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
歩
い
て

い
ま
し
た
。
作
業
の
時

は
割
烹
着
を
来
た
り
し

て
。
私
は
和
服
と
洋
服

の
両
方
で
し
た
。
で
も

ほ
と
ん
ど
着
物
を
着
せ

ら
れ
ま
し
た
。
和
服
の

普
段
着
は
「
銘
仙
」
の

生
地
で
し
た
が
、
丈
夫

で
着
や
す
か
っ
た
。
今
、
銘
仙
の
生
地
で
洋
服
を
作
る

と
「
素
敵
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
ね
。 

世
の
中
変
わ
っ
た
も
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
な
の
よ
。

も
ち
ろ
ん
今
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
に
決
ま
っ
て
る
ん 

だ
け
ど
。
今
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
ス
タ
ス

タ
と
北
鎌
倉
の
道
を
歩
い
て
い
る
。
歩
く
人
た
ち
の
姿

が
一
変
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。 

上
町
は
街
道
沿
い
に
小
さ
く
が
っ
ち
り
ま
と
ま
っ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
古
い
家
で
は
、
馬
立
さ
ん
、

浅
見
さ
ん
、
高
梨
さ
ん
、
小
原
さ
ん
、
荒
井
さ
ん
、
西

川
さ
ん
ほ
か
、
今
も
続
き
、
「
死
ん
だ
ら
、
町
内
会
の

み
ん
な
、
延
寿
堂
の
お
墓
（
亀
ヶ
谷
坂
）
に
行
く
か
ら
、

寂
し
く
な
い
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

お
嫁
に
来
た
と
き
に
、
こ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
し 

っ
か
り
し
て
た
か
ら
、
最
初
に
「
私
は
お
姑
さ
ん
の
模 

範
に
な
る
か
ら
、
あ
な
た
は
お
嫁
さ
ん
の
模
範
に
な
り 

な
さ
い
」
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
に
絣
の
着 

物
で
モ
ン
ペ
を
作
っ
て
く
れ
て
、
「
こ
れ
を
着
て
、
庭 

の
草
取
り
を
し
な
さ
い
。
そ
ん
な
ス
カ
ー
ト
で
や
っ
て 

れ
ば
ね
、
気
兼
ね
ば
っ
か
り
し
て
、
気
遣
っ
て
仕
事
に 

は
な
ら
な
い
か
ら
」
っ
て
。
今
も
そ
れ
を
取
っ
て
あ
り 

ま
す
。
捨
て
ら
れ
な
い
で
す
。 

 

〇
北
鎌
倉
へ
の
道 

―
花
柳
先
生
に
日
本
舞
踊
を
― 

郷
里
は
、
富
山
県
で
す
。
先
祖
は
富
山
駅
の
前
で
「
千

代
館
」
と
い
う
旅
館
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
た

り
の
地
名
は
、
千
谷
（
せ
ん
た
に
）
と
言
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
旅
館
に
は
天
皇
家
が
、
立
山
の
山
を
登
る
の

に
、
お
休
み
に
な
り
、
祖
父
が
山
の
案
内
役
を
務
め
、

ご
一
緒
に
回
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
お
礼
の
品
も
い
た

だ
い
た
そ
う
で
す
。 

父
は
富
山
で
次
男
坊
だ
っ
た
か
ら
、
東
京
に
出
て
、

さ
ら
に
横
浜
、
戸
塚
ヘ
来
た
の
で
、
私
は
戸
塚
小
学
校

の
卒
業
生
で
す
。
父
は
モ
ダ
ン
な
人
で
、
芸
事
が
す
き

だ
っ
た
み
た
い
。
私
の
姉
は
、
美
人
で
、
タ
ッ
プ
ダ
ン

ス
を
踊
る
女
優
で
し
た
。
有
楽
座
の
専
属
で
「
古
川
ロ

ッ
パ
一
座
」
に
入
っ
て
活
躍
し
て
い
て
、
ロ
ッ
パ
さ
ん

の
相
手
役
花
柳
小
菊
さ
ん
の
代
わ
り
を
つ
と
め
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
ロ
ッ
パ
さ
ん
が
大
阪
の
梅
田
の
舞
台

に
出
る
時
は
、
姉
が
相
手
役
で
し
た
。
東
京
の
舞
台
で
、

小
学
生
の
私
も
ボ
ッ
ク
ス
席
で
見
て
い
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
経
験
を
し
て
、
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

高
校
生
の
頃
、
日
本
舞
踊
を
習
っ
て
い
て
、
北
鎌
倉 

の
「
花
柳
孝
輔
」
先
生
の
と
こ
ろ
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。 

瓜
ヶ
谷
戸
の
奥
の
山
の
上
に
お
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ 

の
頃
お
稽
古
の
帰
り
、
横
須
賀
線
北
鎌
倉
駅
で
電
車
を 

待
っ
て
い
る
と
そ
の
辺
り
か
ら
、
お
琴
と
お
三
味
線
の 

音
が
聴
こ
え
る
の
よ
。
で
、
「
あ
ぁ
い
い
な
ぁ
、
こ
の 

へ
ん
の
と
こ
ろ
で
お
琴
や
お
三
味
線
が
聴
け
て
い
い

な
ぁ
、
こ
の
へ
ん
に
住
ん

で
た
ら
ど
ん
な
に
い
い

ん
だ
ろ
う
」
、
そ
れ
で
「
こ

の
細
道
は
い
い
な
ぁ
」
な

ん
て
ね
。
そ
う
し
た
ら
自

分
は
そ
の
細
道
を
使
っ

て
こ
の
家
に
来
ち
ゃ
っ

た
の
。 

お
見
合
い
で
ね
。
そ
う
、

北
鎌
倉
駅
か
ら
向
こ
う 

へ
行
く
。
自
分
の
家
へ
帰
る
、
あ
の
道
、
あ
ぁ
素
敵
だ 

な
ぁ
。
も
っ
と
細
か
っ
た
ん
で
す
。
あ
ら
ぁ
い
い
な
ぁ 

八雲神社例大祭 上町第六天にて 

は
な
や
ぎ
た
か
す
け 
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こ
の
道
は
、
ず
う
っ
と
一
人
で
ト
ボ
ト
ボ
歩
く
の
も
い 

い
な
ぁ
な
ん
て
思
い
な
が
ら
い
た
ら
、
そ
こ
へ
来
ち
ゃ 

っ
た
。
（
笑
） 

駅
は
で
き
て
た
け
ど
ね
。
そ
の
当
時 

は
屋
根
も
な
か
っ
た
。
も
う
何
も
な
い
の
。
そ
れ
で
寂 

し
い
く
ら
い
の
北
鎌
倉
が
怖
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
お
三 

味
線
が
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
、
お
琴
が
ピ
ー
ン
ピ
ー
ン
っ
て 

鳴
っ
て
る
の
を
聴
く
と
・
・
・
。 

小
町
通
り
に
芸
者
さ
ん
の
置
屋
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の 

人
た
ち
が
全
部
花
柳
先
生
の
と
こ
ろ
へ
来
て
ま
し
た
。

私
は
学
生
だ
っ
た
か
ら
、
お
姉
さ
ん
に
、
芸
者
さ
ん
た

ち
の
こ
と
を
お
姉
さ
ん
っ
て
い
う
の
、
可
愛
が
ら
れ
て
、

一
緒
に
踊
っ
た
り
、
発
表
会
も
や
っ
た
り
。
そ
の
中
に
、

宝
珠
庵
の
お
嬢
さ
ん
が
お
稽
古
に
来
て
ま
し
た
。
彼
女

の
発
表
会
っ
て
い
う
と
お
坊
さ
ん
家
族
揃
っ
て
来
る

の
よ
。
で
私
も
、
母
と
か
み
ん
な
が
来
て
く
れ
て
、
一

緒
に
会
場
へ
行
っ
た
り
さ
。
長
谷
の
旅
館
や
第
一
小
学

校
の
前
の
中
央
公
民
館
で
も
発
表
会
や
り
ま
し
た
よ
。 

 

そ
の
頃
、
将
来
は
日
本
舞
踊
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思 

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
御
詠
歌
を
50
年
も
や
っ
て 

き
た
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
ご
縁
が
あ
っ
た
ん
で
す 

ね
、
き
っ
と
。 

 

〇
鎌
倉
流
御
詠
歌 

 

そ
れ
ま
で
の
御
詠
歌
に
は
、
譜
面
が
無
く
、
符
号
だ

け
で
し
た
。
こ
れ
が
古
典
で
す
。
耳
と
身
体
で
覚
え
る

の
で
、
こ
ち
ら
に
来
る
と
音
程
が
少
し
変
わ
っ
て
来
ま

す
。
そ
こ
で
報
国
寺
の
義
道
和
尚
と
奥
様
の
久
子
先
生

が
関
西
へ
泊
ま
り
込
み
で
行
っ
て
学
ん
で
、
久
子
先
生

が
譜
面
に
起
こ
し
た
の
。
歌
詞
は
義
道
和
尚
で
し
た
。

そ
れ
で
「
鎌
倉
流
御
詠
歌
」
と
言
い
ま
す
。
お
坊
様
や

男
性
は
、
低
い
強
い
声
で
声
明
（
し
ょ
う
み
ょ
う
）
を

唱
え
ま
す
。
女
の
人
の
御
詠
歌
は
、
五
、
七
、
五
、
七
、

七
の
短
歌
で
す
。 

 

私
は
御
姑
さ
ん
に
厳
し
く
教
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
熱

心
に
参
加
し
ま
し
た
、
70
年
近
く
。 

 

結
婚
し
て
す
ぐ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
お
姑
さ
ん
）
に 

お
風
呂
で
特
訓
を
受
け
た
の
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、「
は 

い
、
お
風
呂
沸
い
た
か
ら
入
る
わ
よ
。
あ
、
あ
ん
た
も 

入
り
な
さ
い
」
お
風
呂
の
縁
に
、
こ
う
や
っ
て
二
人
並 

ぶ
の
よ
。
そ
れ
で
、
縁
で
、
「
き
ー
み
ょ
ー
う
ち
ょ
う 

ら
ー
い
」
（
実
演
）
っ
て
ね
、
そ
れ
を
ね
、
ペ
ン
ペ
ン 

ペ
ン
ペ
ン
っ
て
や
れ
っ
て
い
う
の
、
手
で
。
お
風
呂
で 

汗
び
っ
し
ょ
り
か
く
の
。
そ
れ
を
毎
晩
ね
、
毎
晩
。「
は 

い
、
お
風
呂
入
る
わ
よ
！
」
私
は
お
風
呂
入
る
の
が
や 

だ
な
ぁ
と
思
っ
た
、
で
も
ね
、
そ
う
や
っ
て
、
お
ば
あ 

ち
ゃ
ん
は
私
を
教
え
た
の
。
私
は
従
順
だ
っ
た
の
。
な 

ん
か
お
姑
さ
ま
っ
て
い
う
の
は
一
つ
上
だ
と
思
っ
て 

る
か
ら
、
同
じ
に
な
ん
か
入
れ
な
い
よ
。
そ
う
い
う
時 

代
だ
っ
た
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
来
い
来
い
来
い
来
い
っ 

て
言
わ
れ
て
、
も
う
汗
び
っ
し
ょ
り
か
い
て
。
あ
の
お 

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
へ
ん
で
も
あ
の
世
代 

の
指
導
員
だ
っ
た
ね
。 

 

そ
の
後
、
報
国
寺
の
久
子
先
生
が
引
退
な
さ
る
時
、 

先
生
の
お
弟
子
さ
ん
を
お
引
き
受
け
し
た
の
、
40
人 

く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
部
屋
で
練
習
し
ま
し
た
。 

で
も
御
詠
歌
は
、
栃
木
、
茨
城
な
ど
関
東
の
お
寺
60
数 

ヶ
寺
の
御
詠
歌
な
の
で
、
一
般
人
の
私
は
、
総
監
の 

う
な
も
の
は
請
け
ら
れ
な
い
。
東
京
多
摩
の
崇
禅
寺 

さ
ん
が
請
け
て
下
さ
っ
た
。
御
詠
歌
は
上
手
で
、
い
ろ 

い
ろ
配
慮
し
て
下
さ
る
方
で
し
た
。 

私
の
世
代
は
、
前
の
世
代
の
御
詠
歌
を
全
部
受
け
継 

い
だ
つ
も
り
で
す
が
、

次
々
若
い
世
代
に
な
る
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
会
は
解
散
し
て
、

時
々
練
習
し
て
い
ま
す
。 

「
御
詠
歌
の
過
去
帳
」
と 

い
う
の
が
あ
っ
て
、
参
加 

し
た
方
が
亡
く
な
る
と
、

記
録
し
て
い
ま
す
。
最
初

北鎌倉駅 
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は
、
提
灯
屋
（
屋
号
）
の
山
崎
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
、
立
派
な
字
で
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
と
は
、

お
寺
さ
ん
に
頼
ん
だ
り
、
私
が
書
い
た
り
し
て
い
ま

す
。 

〇
洪
鐘
祭
に
生
涯
二
度
も
参
加
で
き
て 

 

円
覚
寺
洪
鐘
祭
り
（
お
お
が
ね
ま
つ
り
）
は
、
60
年 

に
一
度
の
行
事
で
す
。
都
合
で
き
っ
ち
り
60
年
目
に
は 

出
来
な
い
年
も
あ
り
ま
す
。
92
歳
の
私
は
、
う
れ
し
い 

こ
と
に
、
２
０
２
３
年
秋
の
行
列
に
実
行
委
員
長
の
関 

本
さ
ん
と
一
緒
に
、
人
力
車
に
乗
せ
て
い
た
だ
い
て
参 

加
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
は
建
長
寺
門
前
で
、
み
ん 

な
で
御
詠
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
思
い
出
に
な
り
ま
す
。 

先
頭
は
円
覚
寺
の
管
長
さ
ん
、
次
に
江
之
島
の
宮
司 

さ
ん
、
そ
の
後
に
私
た
ち
で
し
た
。
恥
ず
か
し
か
っ
た 

け
ど
、
み
ん
な
が
握
手
し
て
く
れ
た
り
し
て
。
（
笑
） 

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
で
も
洪
鐘
祭
の
展
示
を
し
て 

い
ま
し
た
。
【
梵
鐘
は
正
安
３
年
（
１
３
０
１
年
）
鎌 

倉
幕
府
執
権
北
條
貞
時
を
大
旦
那
と
し
て
鋳
造
。
国
宝
】 

 
 
 
 
 

お
話
し 

荒
井
久
二
子
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

                           
 

参
照
：『
お
お
が
ね
祭
と
先
人
の
足
跡
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
泉
秀
夫 

            

写
真
記
録
集
『
古
都
鎌
倉
へ
の
ま
な
ざ
し
』 

 
 
 
 
 

１
９
５
０
―
１
９
８
５ 

 
 
 
 
 

時
を
見
つ
め
た
写
真
家
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 

２
５
５
頁 

定
価
３
０
０
０
円 

 
 
 
 
 

市
内
図
書
館
、
市
内
書
店
で
販
売
中 

 

【
後
記
】 

 

資
料
室
便
り
第
10
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
一
年
に
一
度

の
「
資
料
室
だ
よ
り
」
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
か
ら

貴
重
な
資
料
を
お
預
か
り
し
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
ご

紹
介
す
る
こ
と
を
務
め
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
災
害
や
戦

争
を
見
聞
き
す
る
こ
と
の
多
い
こ
の
頃
で
す
が
、
過
去
の

事
実
を
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ

が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
次
の
悲
劇
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
役
立
つ

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
様
な
歴
史
の
検
証
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
編
集
の
写
真
集
『
古
都
鎌
倉
へ

の
ま
な
ざ
し
』
は
、
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
も
関
連

写
真
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
、
好
評
発
売
中
で
す
。
み
な

さ
ま
方
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

張子の洪鐘（おおがね）を 

輿に載せて行列が進む。 

「近代史資料室だより」は、鎌倉市図書館ホームページではカラーでご覧いただけます。 

「
近
代
史
資
料
室
だ
よ
り
」
第
10
号 

発
行 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
近
代
史
資
料
担
当 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
７
年
４
月
18
日 

 


